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Step 5 Step 6
①フレームバー縦の下側から③台座を⑥ボルト大で固定します。 最後に④フックの高さを決めて、ボルトを強く締めて完成です。

ボルトを回して軽く固定します。
組み立て後に取り付ける高さを決め、
強く締めて固定してください。

付属の六角レンチ（大）をご使用ください。
ボルト形状に合わせて切り欠いてある側が
底面となります。

ボルトの固定には付属の六角レンチ（小）
をご使用ください。
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⑤スクリーン（別梱包）

①

⑤

本製品はインテリアで使用するためのパーテーション（間仕切り）です。
ご使用の前に必ず本取扱説明書の内容をお読みください。

製品に関する問い合わせ先
https://sss.historic.jp/contact/

  エス　インテリアパーテーション ハイ 取扱説明書

ご使用上の注意
・本製品は空間を仕切る間仕切り、または目隠しとしてご使用いただけます。
・本来の用途以外での使用による器具の破損や損傷、トラブル等に関しては一切の責任を負いかねますので予めご了承願います。
・組み立て前にパーツの欠損や破損がないことをご確認の上ご使用ください。破損や欠損がある場合は、ご使用をおやめください。
・組み立ての際は付属の六角レンチを使用してボルトを緩みなくしっかりと締めてください。
・付属（別梱包）のスクリーンを取り付けてご使用ください。
・本製品は部分的に鋭利になっている箇所がございます。組立・分解の際に怪我をしない様にご注意ください。
・傾斜がある場所など、不安定な場所に設置した場合、 器具が転倒・分解する可能性がありますので、設置後に安定感をご確認の上で
　ご使用ください。
・フローリングなど床へダメージを避けたい場合は、市販の家具用保護クッションシールを購入して取り付けてください。
・移動する際は引き摺らないように持ち上げて行ってください。床を傷つける恐れがございます。
・もたれかかったり、物を立て掛けたりするのはおやめください。転倒の恐れがあり危険です。
・不安定な状態での使用や１箇所に過度な荷重がかかると台座やフレームが歪むことがありますのでご注意ください。
・フック部分には上着やバッグなどを掛けてご使用いただけますが、極端に重い物は掛けないようにしてください。
　落下の恐れがございます。（目安２kg 程度）
・歪みや破損などがある場合はご使用をおやめください。 
・本製品は防水ではありません。表面塗装をして保護しておりますが、傷や凹みなど塗装が剥がれた箇所から錆が発生する場合が
　ございます。
　サビが発生した場合は、紙やすりなどで軽く擦って錆を落とした後、市販の錆止めスプレーを塗布してください。
・濡れた場合は、乾いた布などで必ず湿気を拭き取ってください。濡れたまま放置すると腐食が進む恐れがあります。

お手入れ方法
・製品に付着した汚れは、軽く湿らせた柔らかい布で拭いた後、乾いた布で水気を拭き取ってください。
・汚れが落ちにくい場合は、柔らかい布に薄めた中性洗剤を含ませて拭いた後、乾いた布で中性洗剤と水気を拭き取ってください。
・アルコール・ベンジン・シンナーなどの溶剤、酸性・塩素系の洗剤や金タワシ、研磨剤は使用しないでください。
　表面塗膜の剥がれやひび割れの原因となります。
　

SSS  Interior Partit ion Hight

内容

①フレームバー縦 ×2

〒461-0002
愛知県名古屋市東区代官町40-15 L building Daikancho 3F

HISTORIC株式会社

スチール

インテリアパーテーション Hight W920 × D380 × H1800 mm （組み立て時）

粉体塗装仕上げ

製品名称

素　　材

製品寸法

表面加工

製 造 販 売元 所 在 地

品質表示者

②フレームバー横 ×2 ③台座×1

④フック×1
⑤ボルト小
×4

⑥ボルト大
×2

付属工具
六角レンチ大 /小

組立方法

⑥

Step 3 Step 4
①フレームバー縦に取り付けた②フレームバー横に付属のスクリーンを
通します。

②フレームバー横にスクリーンを通した後、もう1本の①フレームバー縦
を⑤で固定します。

①フレームバー縦に④フックを差し込んで固定します。
Step 1 Step 2

①フレームバー縦の上下の穴位置に合わせて②フレームバー横を付属の⑤ボルト小で
固定します。横バーの端が曲線にカットされていますので、縦バーの曲線に合う様に
取り付けてください。

②


